
監　査　論　

下線部①に関連して，監査人が経営者確認書を入手することの意義について，二重責任

の原則の観点から説明しなさい。

我が国において，経営者確認書の入手は，監査基準が平成3年に改訂された折に制度化さ

れている。その趣旨を説明しなさい。

監査サンプリングによる試査と特定項目抽出による試査とでは，抽出する項目と母集団

に関する推定について，どのように相違するか，説明しなさい。

下線部②に関連して，監査サンプリングと特定項目抽出による試査について，両者の違

いが明確になるように，監査対象となる母集団からサンプル又は特定項目を抽出する方

法と当該母集団に対する結論を形成する方法を，それぞれ説明しなさい。

本試験問題 ＴＡＣ答練

下線部③に関連して，監査人は，財務諸表の適正性に関する意見を表明するために，経

営者が提示する財務諸表項目について立証すべき命題として監査要点を設定しなければ

ならない。その理由を説明しなさい。

監査人が意見形成の基礎を得るために，経営者が提示する財務諸表項目に対して監査要

点を設定することが必要となる理由を説明しなさい。

「第一　監査の目的」では， 適正性に関する意見の表明に加えて準拠性に関する意見の

表明について規定されている。それぞれの意見を表明するに当たって，監査人が行う判

断の内容の共通点及び相違点について説明しなさい。

下線部(Ｄ)に関し，適正性に関する意見を表明する場合と準拠性に関する意見を表明す

る場合とで，監査人が判断すべき事項の共通点及び相違点を説明しなさい。

令和6年本試験 第1問 問題1 問1 「経営者確認書の意義」 論文直前答練 第3回 第1問 問題2 問1

令和6年本試験 第1問 問題2 問2

「監査サンプリングと特定項目抽出による試査の相違点」

論文基礎答練 第1回 第2問 問題1 問1

令和5年本試験 第1問 問題2 問2

「適正性・準拠性に関する意見表明上の判断事項の共通点と相違点」
論文直前答練 第3回 第1問 問題3

論文基礎答練 第1回 第2問 問題2 問4

令和6年本試験 第1問 問題1 問3 「監査要点を設定する必要性」

［的中度：Ｂ］

［的中度：Ａ］

［的中度：Ａ］

［的中度：Ａ］

【 的中度 「Ａ：高」「Ｂ：中」「Ｃ：低」 】



監査人Ｘが提出予定の，訂正後の連結財務諸表に対する監査報告書に特有の記載事項

を，その記載区分とともに具体的に説明しなさい。

監査人が知るところとなった時点に基づいて，事後判明事実を2つに区分し，両者の財務

諸表及び監査上の取扱いの相違について説明しなさい。

監査人は，「エネルギー事業部門の減損の認識」を監査上の主要な検討事項として監査

報告書に記載し，その説明においてシナリオＢに言及した。この場合に，監査人は，監

査上の主要な検討事項をどのように決定したのか，監査上の主要な検討事項の決定プロ

セスを3つに区分して，その内容を具体的に説明しなさい。

監査人は，監査上の主要な検討事項をどのように決定するか述べなさい。

識別した特別な検討を必要とするリスクに関わるアサーションを2つ示した上で，それぞ

れ財務諸表にどのような虚偽表示が生じる可能性があるか説明しなさい。

＜資料1＞について，①～④の記述のうち，アサーション・レベルの重要な虚偽表示リス

クが識別されるものを2つ選び，その記号と識別されるリスクを答えなさい。

監査法人Ｘは，監査手続を実施した結果，減損損失の金額が過小であり，もしも修正し

なければ財務諸表に対する影響は重要であると判断した。このため監査法人Ｘは修正を

求めたものの経営者は修正に応じなかった。この場合，監査法人Ｘが監査意見を形成す

るまでに必要なプロセスについて説明しなさい。

監査人は，発見した重要な虚偽表示の修正について経営者が同意しない場合，いかなる

対応をとることが考えられるか説明しなさい。

監査人は，運用評価手続を立案し実施しなければならないことがある。それはどのよう

な場合かを一つ挙げて答えなさい。また，その理由を，監査リスク・モデルの観点から

説明しなさい。

監査人が十分かつ適切な監査証拠を入手するために，実証手続のみならず内部統制の有

効性を評価することが必要となる理由を説明しなさい。

重要な虚偽表示リスクの識別と評価に当たっては，経営者とのディスカッションが有効

であると考えられる。その理由を説明しなさい。

監査人は，リスク評価手続において統制リスクを評価する際に，経営者へ質問しなけれ

ばならない。その理由を説明しなさい。

論文直前答練 第1回 第2問 問題3

論文式全国公開模試 第1回 第2問 問題2 問1

令和5年本試験 第2問 問題1 問1「事例の状況からのリスクの識別」 論文直前答練 第2回 第2問 問題1

令和5年本試験 第2問 問題2 問2

「財務諸表の修正に経営者が同意しない場合の監査上の対応」

令和4年本試験 第1問 問題3 問2

「内部統制の有効性を評価する必要性」
論文基礎答練 第1回 第2問 問題1 問1

令和4年本試験 第1問 問題3 問1 「経営者との討議の意義」 論文応用答練 第2回 第1問 問題1

令和4年本試験 第2問 問題2 問3 「事後判明事実への対応」 論文直前答練 第2回 第2問 問題2

令和3年本試験 第1問 問題1 問1

「監査上の主要な検討事項の決定プロセス」

［的中度：Ｂ］

［的中度：Ａ］

［的中度：Ｂ］

［的中度：Ｂ］

［的中度：Ｃ］

［的中度：Ａ］



下線部(A)及び下線部(B)についてその意義をそれぞれ説明したうえで，両者の関係につ

いて説明しなさい。

精神的独立性との関連において，外観的独立性の重要性について述べなさい。

監査上の主要な検討事項と監査意見との関係について説明しなさい。 監査報告書に監査上の主要な検討事項を記載することが求められた背景について説明し

なさい。

【資料】及び【状況2 】を踏まえて，「監査意見の根拠」区分及び「監査上の主要な検

討事項」区分に記載しなければならない事項をそれぞれ述べなさい。

監査報告が(　　②　　)，(　　③　　)，(　　④　　)となるのはそれぞれどのような場

合か，(　　①　　)の影響の2つの判断要素の観点から示しなさい。

＊）空欄は，②限定付適正意見，③不適正意見，④意見不表明

会計上の見積りについて，一般的な性質を述べた上で，監査上特段の検討が必要となる

理由を説明しなさい。

【状況】4.について，監査人ＸがＳ社に係るのれんの評価に特別な検討を必要とするリ

スクがあると判断した理由を説明した上で，当該リスクに対応するための監査手続の具

体例を2つ示しなさい。

令和3年本試験 第1問 問題2 問1

「監査上の主要な検討事項と監査意見との関係（監査上の主要な検討事項の意義）」

令和2年本試験 第1問 問題1 「監査人の独立性」

論文基礎答練 第2回 第2問 問題3 問4

論文直前答練 第2回 第1問 問題1 問2

論文式全国公開模試 第2回 第1問 問題5

令和3年本試験 第1問 問題2 問2

「除外事項付意見を表明する場合の記載事項」

令和2年本試験 第2問 問題4 「会計上の見積りの性質」 論文直前答練 第1回 第1問 問題2 問3

［的中度：Ｂ］

［的中度：Ｃ］

［的中度：Ａ］

［的中度：Ｂ］


